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平和島スターボウル徳江  和則ナノデス  アキュスウィング 6

アキュスウィング5アキュスウィング6

ナノデスアキュスウィングシリーズは、開発コンセプトはもとより、ユーザーから「投げてみたい衝動」に駆られるものでなければならず、
コアデザインから無論パフォーマンスまで今考えられる最高峰を目指すことが、ナノデスファンに応える開発チームの一番の拘りです。
今回このアキュスウィングⅥに目指したものは、アキュスウィング最高峰のキャッチとバックエンドの強さとを共存させること。
キャッチを強くすることによるバックエンドでのパワーロス、バックエンドを強く出そうとするオイルに対しての不安定感。同時に兼ね
備えるだけのカバーストックの抽出とコアデザインとのマッチング。幾度となる作り直しを経て、納得のいくアキュスウィング最高峰の
パフォーマンスを得ることができました。キャッチ力とバックエンドのパワー双方を得るためにポリッシュ状態でも粘り強いキャッチを
出せるSpcial Pearlカバーストックをあえて#1,500アブラネット加工を施し、フック後半からロール域の加速度を高めるため、
アキュスウィングⅤで使用したDMI disc Coreの上層部にWeight Blockを追加。
コアのRGとΔRGの数値の最終調整をシェル厚で調整する日本ならではの微調整は、ボール作りの概念さえ変えてしまうほどの
取り組みが、このアキュスウィングに盛り込まれています。#1,500アブラネット加工はキャッチの中にもスムースなスキッドを得られ、
DMI disc+Double Weight Block Coreは鋭さを感じられるほどアグレッシブなバックエンドモーションを演出します。
テストの段階ではアキュスウィングシリーズ中最大値の曲がり幅と鋭い曲がり双方のデータが算出されました。もちろんナノデスの
生命線でもある衝撃吸収コアシステム導入で、このアキュスウィングⅥはミディアムヘビーからヘビーのコンディションで
死角はありません。
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シリーズ最高峰の出来であると言っても過言ではないほど、キャッチと曲がりのバランスは絶品。
ナノデスファンも、また曲がり系でピンアクション勝負したい方はこのアキュスウィングⅥを持つべきでしょう。


